
令和７年度
建設業事業者向け説明会

留萌労働基準監督署



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

説明のポイント

◼１ 建設業の労働災害発生状況

◼２ 第１４次労働災害防止計画

◼３ 改正労働安全衛生規則について
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１ 建設業の労働災害発生状況

◼業務別労働災害発生状況

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日（確定値）
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区分

業種別

令和６年確定値 令和５年確定値 対前年 業種
割合
（％）死亡 休業 合計 死亡 休業 合計 増減数 増減率

留
萌
労
働
基
準
監
督
署

全産業計 1 57 58 78 78 -20 -25.6％ 100.0

製造業 10 10 11 11 -1 -9.1％ 17.2

建設業 1 9 10 9 9 +1 +11.1％ 17.2

林業 2 2 0 0 +2 * 3.4

北
海
道
労
働
局

全産業計 48 8585 8633 51 9004 9055 -422 -4.7％ 100.0

製造業 7 1114 1121 4 1141 1145 -24 -2.1％ 13.0

建設業 18 834 852 6 893 899 -47 -5.2％ 9.9

林業 4 75 79 4 64 68 11 16.2％ 0.9

労働者死傷病報告（死亡又は休業４日以上）による
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労働災害発生状況について
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北海道内の建設業における労働災害の内訳について（令和６年１月～令和６年１２月）

崩壊・倒壊 4件
墜落・転落 3件
飛来・落下 3件

墜落・転落 270件
転倒 133件
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令和6年に留萌署管内で発生した死亡労働災害
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原因
ドラグ・ショベルに接触することで危険が生ずるおそれのある箇所に労
働者を立ち入らせたこと。
対策
労働者に危険が生ずるおそれのある箇所に労働者を立ち入らせない。
※令和7年4月1日からは「作業に従事する者が立ち入ることについて、禁
止する旨を見やすい箇所に表示すること」も措置義務となりました。
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２ 第１４次労働災害防止計画

◆ 計画期間

2023（令和５）年度から2027（令和９）年度までの５か年計画

◆ 計画のねらい（北海道労働局版）

◆ 事業者や注文者のほか、労働者等の関係者が安全衛生対
策について自分の責任を認識したうえで取り組むこと。

◆ 安全衛生に積極的に取り組む事業者が社会的に評価され
る環境を作り出すこと。

◆計画の目標（北海道労働局版）

◆ ２０２７（令和９）年の死亡災害を10％以上減少させる。

◆  ２０２７（令和９）年の死傷災害を減少に転じさせる。

※ どちらも2022（令和４）年との比較
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２ 第１４次労働災害防止計画

◆ 計画の目標（北海道労働局版・建設業について）

◆ 墜落・転落災害の防止に関するリスクアセスメントに取り組
む建設業の事業場の割合を2027年までに85％（総合建設業
については90％）以上とする。

◆ 上記目標の達成により

建設業の死亡者数を2027年までに2022年と比較して20％以

上減少させることを期待される効果として想定し、計画で定
める実施事項の効果を検証する指標として設定している。
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２ 第１４次労働災害防止計画

◆ 計画の重点事項（北海道労働局版）

2. 重点業種における労働災害防止対策の推進（建設業）

◆ 労働者の協力を得て、事業者が取り組むこと

 墜落・転落のおそれのある作業について、墜落・転落により労働
者に危険を及ぼすおそれのある箇所への囲い、手すり等の設置、
墜落制止用器具の確実な使用、はしご・脚立等の安全な使用の徹
底等及び高所からの墜落・転落災害の防止に取り組む。

 車両系建設機械等との接触防止、移動式クレーンの荷の落下及
び転倒災害の防止、土砂崩壊災害防止に取り組む。

 局署においては、発生すると重篤な災害となる車両系建設機械
等との接触防止、移動式クレーンの荷の落下及び転倒災害の防
止、土砂崩壊災害防止対策のため、集団指導、パトロール等を実
施する。
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墜落防止措置について
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改正された労働安全衛生法

◼ １ 個人事業者やフリーランス
への対応

◼ ２ 熱中症対策の義務化

◼ ３ 電子申請の義務化

◼ ４ メンタルヘルス対策の強化

◼ ５ 化学物質対策の強化
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個人事業者やフリーランスへの対応

◼ 施行日：令和7年4月1日

◼ 目的：一人親方やフリーランス等の労
働災害防止と安全確保

◼ 対象

◼ 一人親方、個人事業主、フリーランス、
建設業などの請負作業者

◼ 必要な措置

◼ 危険箇所等への立入禁止、喫煙等の
火気使用が禁止、事故発生時等に労
働者を退避などの措置をとる場合、そ
の場所で作業を行う労働者以外の人も
対象とすること。

◼ 保護具等を使用させる義務がある場合、
請負人（一人親方、下請業者）に対して
も保護具等を使用する必要がある旨を
周知すること。
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The Ministry of Health, Labour and Welfare

個人事業主やフリーランスへの対応
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熱中症対策の義務化

◼施行日：令和7年6月1日

◼目的  ：職場における熱中症による労働災害防止（一人親
方にも適用）

◼事業者の義務（条文を一部抜粋）

◼ ・作業に従事する者が熱中症の自覚症状を有する場合又は
熱中症の疑いがあることを（中略）他の者が発見した場合に
その旨を報告させる体制を整備し、（中略）体制を周知させな
ければならない。

◼ ・作業場ごとに、当該作業からの離脱、身体の冷却、必要に
応じて医師の診察又は処置を受けさせることその他熱中症
の症状の悪化を防止するために必要な措置の内容及びそ
の実施に関する手順を定め、（中略）内容及びその実施に関
する手順を周知させなければならない。
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熱中症対策の義務化
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労働安全衛生法 電子申請義務化の概要

施行日：令和７年１月１日

目的：労働安全衛生管理の効率化・
透明性向上

電子申請の主な対象

・労働者死傷病報告

・定期健康診断結果報告

・有機溶剤等健康診断結果報告
等

メリット

・提出の簡便化

・記録管理の効率化

・迅速な行政対応
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電子申請の義務化について
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